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卵性診断の確定された EZ 92 組， ZZ 63 組， PZ 79 組合計234組 (468 人)の指紋を資料とし，あ
わせて対照の意味で，双生児でない同胞 50 組，任意の他人同志を一組とした組合せ 50 組を用い，松
倉氏計測法による指紋形態示数を計測算出して，各組の対応指，鏡像指および対照指における指紋形
態の出現状況を調査し次の結果を得た。
1) 各双生児組における対応指の類似度は EZ>ZZ>PZ の関係にあり，鏡像指においても同様で、
ある。双生児でない同胞ではほぼ ZZ ， PZ と同程度であり，全くの他人間では類似度が最も低い。
2) 指別では，対応指・鏡像指とも，おおむね尺骨側の指が接骨側の指が接骨側のそれよりも高い
類似度を示し，第 2 指で類似度が最も低い(すなわち第 2 指が最も変化に富んでいる)。かっ，各指と
ら類似度は EZ>ZZ>PZ の順序を示すD
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3) 対照指では， EZ を除き，その組の相手方の指紋(すなわち対応指，鏡像指)に似るよりも白
分自身の指紋(すなわち対照指間)で似る度合が大きく，かっその程度は， ZZ ・ PZ ・同胞・他人組
のいずれも同様であるo
しかるに EZ で、は，同一人の対照指間の類似度よりも，その組の対応指聞の類似度の方がはるかに高
い。すなわちここに EZ の特殊性があると認められる。すなわち，以上は指紋の諸形質が一卵性双生
児において高度に類似することを指紋形態の面から確証したものであり，同時に，ここに用いられた
松倉氏指紋形態計測法が充分に生物学的意義を有することを裏付けたものである。
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